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本論文は 8章から成る。第 1章は序論で，研究の背景と目的，方法について述べる。第 2章は先行
研究として，読解研究の流れと再話および日本語学習者の読解に関する研究の検討を行う。本研究で
理論的枠組みとして用いる第 1 言語のテキスト理解の代表的モデルである C-I モデル（Kintsch, 
1988;1998）もここで紹介される。第 3 章では，研究方法の概要と対象者，読みの材料，調査の手続





同じ型の再生を行っていた。研究 3 は大学・大学院留学生用の読解教材からのテキストを 12 名の学
習者が読んでメモを作成し，そのメモを用いて再話を行ったもので，研究 4は新聞記事を読んで図を
作成し，その図を利用して再話を行うものである。研究 3と 4から，メモや図は読解の支援となり，
その存在によって推測型が部分型や全体型に変化した。これは，メモや図の作成という活動を通して
読み手がテキストの内容を整理し，また，再話時には書いた情報を見ることができたためと言える。 
第 8章は結論で，まとめと総合的考察を行うが，本研究の結果から，日本語学習者の再話には 5つ
の型が見られ，メモや図による読解支援を行うと推測型が見られなくなるものの，学習者それぞれに
はある再話のタイプが見られることがわかった。学習者個々人が再話のタイプを持っていることが明
らかになったので，学習者の読みを知る手がかりとして，再話を用いることができると考えられる。 
 5 つの型以外にも型があるかどうか，説明文以外のテキストではどうなるのか，また，部分型，推
測型の学習者にテキストの難易度を下げて再話を実施した場合，型はどう変化するか，誰に向けて再
話するのかによって違いは生じないのか，要点型は本当に細部まで理解できているかなど，条件設定
に関わる疑問は少なくないが，これまで目標言語で再話を行った研究はわずかであり，26人の学習者
の再話内容を詳細に検討した本研究は，読んだ内容を伝えるなどの，アカデミックな場面に見られる
現実の読みに対応する指導の提案としても貴重であると言える。 
その成果は，日本語教育の読解指導研究に寄与するものである。よって，本論文の提出者は博士
（文学）の学位を授与されるに十分な資格を有するものと認められる。 
 
